
‐ 1 ‐ 
Copyright The Japan Welding Engineering Society, 2011-2016 All Rights Reserved。 

 

 

 
建築構造用鋼板の動向 

 
新日鐵住金株式会社 鹿島技術研究部 

加 茂 孝 浩 

 

1．はじめに 

世界有数の地震国である我が国では、過去の大きな地震災害に学びながら安全で経済性の高い建築

構造物のあり方が探求され、建築構造用鋼板に対しても高い破壊安全性が要求されてきた。一方で建

築構造物の高層化や大スパン化も進んでおり、高強度鋼の適用が重要な選択肢であるものの、高強度

化にともない一般的には溶接割れや脆性破壊の感受性が高まり、溶接時の入熱量や予熱・パス間・後

熱温度等の厳格な施工管理が必要になる。このような状況下、種々の鋼板製造技術を駆使した高機能

鋼板の開発および実用化が進んでいる。今回、建築構造用鋼板について、要求特性および製造技術の

動向を整理した。また鋼板の具体的特性および実用化事例について、近年実用化が進んでいる降伏強

さ 700 N/mm2(引張強さ 780 N/mm2)級以上の超高強度鋼を例に挙げ述べる。 
 

2．建築構造用鋼板の要求特性および製造技術 

2.1. 建築構造用鋼板への要求特性 

2.1.1. 高強度化 

 鉄骨構造の約 90%の建物ではボックス柱と H 型断面梁からなるラーメン構造が用いられる。ボッ

クス柱と H 型梁とはダイアフラム等を用いて結合され、現場での接合も含めて溶接が多用される。

大地震時には柱や梁の端部における塑性変形を許容し、地震入力エネルギーを消費させることで建物

の崩壊を防ぐ（図 1(a) 1)）。このため、1994 年に JIS 規格化された建築構造用圧延鋼材(SN 材)に規定

される通り、低 YR(Yield Ratio：降伏比, 降伏強さ/引張強さ)による材料の降伏から破断までの塑性変

形能の確保が必要である。一方、超高層建築物では、被災後も建物の再使用が可能になるよう制振ダ

ンパーと称する地震エネルギー吸収機構を導入することで柱および梁の損傷を制御する損傷制御設

計が行われる（図 1(b) 1)）。このために各部材に要求される必要特性も異なっている。すなわち、梁

部材には柱損傷を防ぐために柱部材に先行して塑性変形させる目的で低降伏比の鋼板が要求される。

これに対し柱部材では、ダンパーおよび梁部材の優先的塑性変形によりほぼ弾性範囲内での変形にと

どまり、かつ、建物自重と地震荷重増大のために、設計強度の高い鋼板が要求される。このため、鋼

板の低 YR は必須では無く、むしろ YR 上限を緩和し溶接性および経済性を追求した超高強度鋼が必

要とされる。 
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図 1 耐震設計のコンセプト 

図 1 耐震設計のコンセプト 

 

 

2.1.2. 溶接作業効率向上 

鋼材の高強度・厚肉化とともに鉄骨製作での高能率な溶接施工の要求が高まっている。一般的に高

強度化とともに溶接割れや脆性破壊の感受性が高まり、溶接時の入熱量や予熱・パス間・後熱温度等

の厳格な管理が必要となるため、溶接施工性に優れた高強度鋼が望まれる。また、溶接能率向上策と

して４面ボックス柱のダイヤフラム溶接や角溶接に対してエレクトロスラグ溶接(ESW)や多電極の

サブマージアーク溶接(SAW)などの大入熱溶接が適用され、溶接入熱量が 50~100kJ/mm に及ぶ場合

がある。従来の建築構造用鋼にこのような大入熱溶接を適用すると、溶接熱影響部(Heat Affected 

Zone：HAZ)のミクロ組織が著しく粗大化し、じん性が大きく劣化するため、大入熱溶接を適用して

も高い HAZ じん性を確保できる建築構造用鋼板が必要となる。 

 
2.2. 建築構造用鋼板の製造技術 

2.2.1. TMCP 技術 

TMCP(Thermo Mechanical Control Process：加工熱処理または熱加工制御)は、制御圧延、制御冷却

を通じた高度なミクロ組織制御により鋼板の強度、じん性、溶接性を向上させる製造プロセスであり、

造船、建築、橋梁、海洋構造物、ラインパイプ、建設産業機械、タンク、ペンストックなどあらゆる

用途に適用されている。図 2 にその概要および金属組織の変化を示す 2)が、高強度鋼の作り込みには

オンライン冷却装置の優れた冷却均一性と広範な冷却速度制御が重要である 3)。塑性変形能が必要な

低 YR 鋼は軟質のフェライトと硬質のベイナイトを混合させた組織制御が必要であり、設計強度を重

視した超高強度鋼ではベイナイト、マルテンサイト組織の制御が必要である 4,5)。 
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図 2 厚板製造プロセス TMCP の概要と金属組織の変化 
 

2.2.2. 高 HAZ じん性技術 

HAZ じん性の向上には、溶融線近傍の 1400℃以上に加熱される粗粒領域における HAZ 組織の微

細化が重要である。図 3 に当社の HAZ 組織微細化技術を示す 2)。HAZ 組織微細化の要点は、熱的に

安定な微細粒子をγ粒成長を抑制するピン止め粒子として、あるいはγ粒内におけるフェライト変態

核として利用することである。1970 年代にピン止めの観点から数 10nm の TiN を利用する TiN 鋼が

開発された。1990 年代には、Al 無添加 Ti 脱酸によって数μm 以下の Ti 酸化物を鋼中に分散させ、

粒内フェライト(Intragranular Ferrite、IGF)の 変態核として利用する Ti-O 鋼が開発され、オキサイド

メタラジーの概念が提唱された。2000 年代には、オキサイドメタラジーの追求によって HAZ 細粒

鋼が開発された。これは Mg や Ca を含有する数 10~数 100 nm の酸化物や硫化物を鋼中に分散させ、 

溶融線近傍のγ粒成長を強力にピン止めする技術である。このような微細粒子利用による HAZ 高じ

ん化技術を総称して HTUFF®(High HAZ Toughness Technology with Fine Microstructure Imparted by 

Fine Particles：エイチタフ)と呼び、建築、造船、風力発電などに用いられる大入熱溶接用鋼および海

洋構造物向けの継手 CTOD(Crack Tip Opening Displacement)保証用鋼として実用化されている 6, 7)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 当社における HAZ高じん化技術 HTUFF の歩み 
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2.3. 建築用鋼板ラインナップ 

図 4 に当社の建築構造用高張力鋼(ビルテン)のラインナップを示す。材料の降伏から破断までの塑

性変形能に優れた低降伏比型鋼として BT-HT325,385,440,630 を商品化している。また制振ダンパー

導入により柱および梁の損傷を制御する損傷制御設計に対応する鋼板として、地震エネルギー吸収部

材用の低降伏強度鋼の BT-LYP100,225 を、YR を緩和する一方で高い弾性変形域を有する高降伏強度

鋼 BT-HT400,500,700,880 をシリーズ化している。加えて、HAZ 細粒高じん化技術（HTUFF®）によ

り大入熱溶接の適用を可能とした BT-HT325-HF,385-HF,440-HF、および高温における耐力に優れた建

築構造用耐火鋼板 NSFR シリーズもラインナップ化している。 

 次章では、鋼板の具体的特性と実用例について、近年実用化が進んでいる引張強さ 780 N/mm2 級

以上の超高強度鋼を代表例として述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4 当社の建築構造用鋼板 

 
3．超高強度鋼板の代表的特性および実用事例 

3.1. 鋼板規格 

表 1 に引張強さ 780N/mm2 超級である BT-HT700,BT-HT880 の鋼板規格を示す。降伏強さ下限をそ

れぞれ 700N/mm2、880N/mm2 とし、降伏後の補歪エネルギーを確保しつつ弾性変形域を最大限活用

する観点から、降伏比を 98％としている。また、BT-HT700 では、円形鋼管柱用にシャルピー衝撃試

験の試験温度を－20℃とした規格を設けている。 

 
表 1 BT-HT700 および BT-HT880 の鋼板規格 
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3.2. BT-HT700 の特性と実用化 

表 2 に BT-HT700 の化学成分の一例を示す。溶接性の向上に主眼を置いた低 C かつ溶接割れ感受

性指数(PCM)の低い成分系を採用した。さらに、Ni、Cr、Mo、B 等の添加による焼入性の最適化、お

よび不純物である P、S の低減を行い破壊じん性の安定化を図った。表 3 に y 形溶接割れ試験結果の

一例を示す。鋼板としては、予熱無しでも低温割れが発生しないことを確認した。表 4 に鋼板の引

張およびシャルピー衝撃試験結果の一例を示す。高い強度と安定したシャルピー衝撃特性が確保でき

ている。表 5 に、円形鋼管柱向け素材として用いる場合を想定した冷間曲げ加工前後の機械特性を

評価した結果の一例を示す。製管後においても安定した強度およびシャルピー衝撃特性を示すことが

確認でき、鋼管柱としての活用が可能であるとの判断を得た。 

 

 
表 2 BT-HT700 の化学成分の一例 (mass%) 

 

 

 

 

 
表 3 BT-HT700 の y形溶接割れ試験結果の一例 (60mm 鋼板) 

 

 

 

 
表 4 BT-HT700 の機械試験結果の一例 (25mm 鋼板) 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 5 BT-HT700 の製管試験結果の一例 

(25mm 鋼板、冷間曲げ、D/t=20(D=曲げ直径,t=板厚)) 
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大林組の技術研究所本館テクノステーション（図 5）には高強度コンクリート充填鋼管（CFT）柱

向けに板厚 25mm の BT-HT700 が世界で初めて採用された。従来の鋼板（SM490A）に比べて降伏強

度が 2 倍以上と大きく、 従来の降伏強さ 700N/mm2級鋼に比べて PCMが低いという特徴を活かし、

鋼板の薄肉化と溶接施工性を両立している。さらに、充填コンクリートの高強度化、耐火被覆の合理

化等により柱の細径化を図っており、高い耐震性と併せて大スパンや吹抜けのある開放的空間、耐火

性を同時に実現している 8)。高強度材料を使用することで鋼板・コンクリートの使用量を削減でき、

環境負荷低減にも貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5 大林組技術研究所本館テクノステーション外観および BT-HT700 適用部材 

(写真・図：大林組提供) 

 
3.3. BT-HT880 の特性と実用化 

表 6 に BT-HT880 の化学成分の一例を示す。BT-HT700 と同様に、低 C と低 PCM化による溶接性の

向上に主眼を置いた成分系とした。高い強度と優れたじん性を両立させるため、微細な焼き戻しマル

テンサイト組織を得ることを狙い、合金設計および熱処理条件の最適化を行った。表 7 に鋼板の機

械試験結果の一例を示す。50 mm 厚鋼板の板厚内部まで均一な強度および安定したシャルピー衝撃

特性が確保できている。図 6 9) に示す通り、一般的に使用される引張強さ 490 N/mm2 級鋼に比べ極

めて大きな弾性範囲と共に降伏後も十分な伸びを有する点が特徴である。表 8 に溶接性試験結果の

一例を示す。鋼板としては 100℃の予熱により低温割れの抑制が可能である。 

 
表 6 BT-HT880 の化学成分の一例 (mass%) 

 

 

 

 

表 7 BT-HT880 の機械試験結果の一例 (50mm 鋼板) 

 

 

 



 

‐ 7 ‐ 
Copyright The Japan Welding Engineering Society, 2011-2016 All Rights Reserved. 

 
図 6 応力ひずみ歪曲線 

 

表 8 BT-HT880 の y形溶接割れ試験結果の一例 (50mm 鋼板) 

 
 

BT-HT880 の実用化事例として図 7 に新日鐵住金の尼崎研究開発センターを紹介する 9,10)。世界で

初めて建築構造物に降伏強さ 880N/mm2 級鋼が適用された建物であり、2008 年に鋼板、溶接材料、

溶接施工条件ならびに構造設計上の基本方針等について国土交通大臣の認定を取得し、2012 年に完

成した。1階の柱に BT-HT880 を使用して地震時の弾性限変位を大きくした上で、地震エネルギーを

吸収する制振ブレースを集中的に配置した 9)。これにより建物に入力される地震エネルギーのほとん

どを 1階部分で効率よく吸収し、大地震においても柱・梁部材を弾性限耐力以下に抑える設計として

いる。梁スパン 23mとした大空間を実現するため、柱には大きな荷重を負担することになる。柱材に

BT-HT880 を用い、更に柱断面を 2 本 1 組の組柱として用いることで、1 本当たりの柱断面を小さく

することを実現した。また、柱に採用した溶接組立 H 形鋼(BH)のフランジ－ウェブの溶接には新た

に開発した引張強さ 1000N/mm2級のサブマージアーク溶接材料を使用した 11)。高強度鋼の溶接にお

いては、溶接部の強度、じん性の確保に加え、溶接金属の割れ防止対策が特に重要である。本物件に

おいては、1 パス溶接で溶接割れ抑制と必要のど厚の確保を両立可能な溶接条件を見出すことで、実

施工では後熱が不要となった 12)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 尼崎研究開発センター外観および BT-HT880適用箇所 
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大林組の技術研究所オープンラボ２には、BT-HT880 を適用した外ダイアフラム形式の溶接 4 面ボ

ックス柱が採用された(図 8)。溶接 4 面ボックス柱はオフィスビルなどの建物で BH 柱と並び一般的

に採用される柱断面形状である。本物件では 4面ボックス柱の角部の多層溶接部に対して、溶接金属

の強度確保および溶接割れ防止が可能な入熱量、予熱・パス間温度、後熱条件を明確化し、外観・内

質・機械的性質ともに健全な溶接部を実現した 13)。 

 

 

図 8 大林組技術研究所オープンラボ２外観および BT-HT880 適用部材 

(写真・図；大林組提供) 

 

4.むすび 

建築構造物の高層化、大スパン化が進む中、建築構造用鋼に対しては高い安全性を前提に高強度化

および溶接施工能率の向上が求められる。これに対し、TMCP 技術や HAZ 細粒化技術を活用するこ

とで、破壊安全性および溶接性に優れた高強度鋼の開発が進んでいる。これまでに YR の上限を緩和

して引張強さを 780N/mm2(BT-HT700)、950N/mm2(BT-HT880)まで向上させた超高強度鋼板が開発さ

れ、ともに世界で初めて国内物件に適用されている。超高強度鋼は、その特徴である大きな弾性範囲

を最大限活用できる構造設計(制振ダンパー導入等)と組み合わせることで、建築構造物の耐震性を高

め持続可能なものとするだけでなく、快適な空間の創出、さらには軽量化等環境に優しい構造物を実

現する鉄鋼材料として、今後も適用拡大が期待される。 

 

 

参考文献 

1) 鈴木（孝），鈴木（悠），吉田，窪田，志村，永田：新構造システムの先駆けとなる降伏比緩和型

高降伏点鋼板の開発，新日鉄技報，(387)，64 (2007) 

2) 児島，藤岡，星野，重里，金子，田中： 高機能厚鋼板の技術進歩と今後の展望，新日鉄住金技

報，(400) 3(2014) 

3) 芹澤，中川，角谷，山本，上野，原口，橘，岩城，小田：新日鐵住金(株)の厚板 TMCP を支える

冷却制御技術，新日鉄住金技報，(400) 18(2014) 

4) 徳納，岡村，田中，瀬戸，小山，山下，家沢，深沢：建築用大入熱溶接型予熱低減 780N/mm2 級

高直力鋼，新日鉄技報，(365)，37 (1997)  



 

‐ 9 ‐ 
Copyright The Japan Welding Engineering Society, 2011-2016 All Rights Reserved. 

5) 渡部，石橋，吉井，井上，吉田：建築構造用高溶接性 590N/mm2 鋼の開発，新日鉄技報，(380)，

45 (2004) 

6) 児島，清瀬，植森，皆川，星野，中島，石田，安井：微細粒子による HAZ 細粒高靭化技術”HTUFF®”

の開発，新日鉄技報， (380)，2 (2004) 

7) 児島，吉井，秦，佐伯，市川，吉田，志村，東：大入熱溶接に対応した建築鉄骨用高 HAZ 靭性鋼

の開発，新日鉄技報，(380)，33 (2004) 

8) 鈴井，丹羽，渕田，時野谷，山中，遠藤：超高強度コンクリート充填鋼管「CFT」柱，大林組技

術研究所報，(74)，(2010) 

9) 川畑，福田，佐々木，一戸，白沢，秦泉寺，吉澤，多賀，福正， 川井，沼田，橋田：住友金属工

業(株)総合研究所 新研究棟-世界最高強度の 1000N 級建築用鋼材「SSS1000」を初採用-，月刊鉄

構技術，24 (278)，(2011) 
10)佐々木，一戸，西尾，沼田，橋田，甲津，多田，桑原，多賀：1000N 級鋼(950N/mm2 鋼)の建築構

造物への適用性について : その 9 溶接組立 H 形鋼柱梁継手の構造特性，日本建築学会大会学術

講演梗概集 C-1，構造 III．2007-05，p. 889  
11) 川畑，一戸，福田，佐々木，沼田，橋田，藤平，甲津，多田， 桑原，多賀：建築用 1000N 級(950N/mm2

級)GMAW, SAW 溶接材料の開発 : 1000N 級鋼の建築構造物への適用性，溶接学会論文集，29 (2)，
(2011) 

12)中野，沼田，岡本，米本，橋田：片山技報，(32)，(2013) 
13)鈴井，時野谷，丹羽，山中，中塚，岡田：1000N/mm2 級鋼を用いた溶接４面ボックス柱－梁接合

の開発，大林組技術研究所報，(77)，(2013) 
 

 
 

＜略歴＞ 
 

  加茂 孝浩（かも たかひろ） 
 
1996 年 九州大学 工学部 材料工学科 卒業 

1998 年 九州大学大学院 材料物性工学科 修了 

1998 年 住友金属工業株式会社 入社 総合技術研究所 配属 

2014 年 新日鐵住金株式会社 鹿島技術研究部 配属 主幹研究員 

現在に至る 

 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



